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授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】自明とされる事柄に対し、深くそ 社会学的な認識を構築するための社会調査法の具体的方法を理
の根拠を問い直し新たな認識を構築できる思索力 解し，応用できるようになる．

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】過去の英知の批判的継承のうえに 蓄積された社会調査の方法意識を理解し，適切に運用できるよ
立って創造的な未来を切り拓く開拓力 うになる．

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】情報を適切に集約・分析・表現で 社会調査によるデータ収集の手続きの具体的項目を理解し，実
きる高度なメディアリテラシー 践できるようになる．

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】領域横断的な事柄に対する問題解 社会現象の測定に関する基本的方法を修得し，実践できるよう
決能力および創造的な企画構想能力 になる．

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 社会学的な認識を構築するための社会調査法の具体的方法とそ
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 の方法意識を理解し，適切に運用・実践できるようになる．
【思索力・受容力・批判力】

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 社会調査によるデータ収集の手続きの具体的項目と社会現象の
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ 測定に関する基本的方法を修得し，実践できるようになる
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】

⇔

授業で学べる「テーマ」 その他

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 さまざまな社会現象の解明に必要なデータを得るためには，社会調査法の修得が求められる．本実習では
社会調査の設計と実施方法に関する学習と課題に，個人レベルと集団レベルの双方で取り組むことを通じ
て社会学の実証研究を行う基礎力を涵養することを主たる目的とする．
授業の前半では，まず実証研究の進め方，成果の表現方法についての基礎的な理解を得ることを目的に，
小熊英二，2022，『基礎からわかる論文の書き方』の通読とディスカッションを行う．授業の中盤では主
に原純輔・海野道郎,2004,『社会調査演習（第2版）』に基づいて，社会調査のデータ収集と整理の方法
を実践し，終盤ではこれまでの成果を踏まえて，設定した独自のテーマに基づくデータ収集や分析を行い
，報告・小論文の作成を行う．

授業計画 第1回　イントロダクションと進め方・『論文の書き方』の輪読とディスカッション(1)
第2回　『論文の書き方』の輪読とディスカッション(2)
第3回　『論文の書き方』の輪読とディスカッション(3)
第4回　社会調査の企画と設計，手順と対応する実習項目
第5回　系統抽出法と比率の推定
第6回　確率比例抽出法
第7回　統計的検定
第8回　コウディング（職業分類）
第9回　評定法・序列法・一対比較法
第10回　聞きとり調査：調査テーマの検討と質問項目の作成
第11回　半構造化面接法による調査の実施・調査データの整理
第12回　質的データ分析：事例・コード・マトリクスの作成
第13回　質的データ分析：事例・コード・マトリクスを用いた解釈
第14回　受講生の設定したテーマに基づくデータ収集と分析
第15回　資料収集・分析結果の報告，授業アンケート
期末試験　なし

成績評価の方法 各授業回で設定する小課題（60％），学期末の報告・小論文（40%）で総合的に評価する．

成績評価の基準 実習内容に応じた作業課題の達成状況によって評価する．提出されたレポートや小論文において，実習内
容の正確な理解と作業課題の達成能力の十分な涵養が認められれば「卓越している」と評価する．以上の
項目のいずれかに卓越さが欠ける場合には「かなり上にある」，以上の項目におおむね妥当性が認められ
，いずれかに秀でる点がある場合は「やや上にある」，総合的に妥当性が認められる場合は「その水準に
ある」と評価する．

事前事後学習の内容 各回の実習内容は，事前事後学習なしには達成できるものではない．あらかじめ教科書の該当箇所を読み
込んだ上で授業に臨み，事後学習によって演習内容を完遂すること．

履修上の注意 この授業とともに，「社会学特論Ⅰ」「文化情報論特論Ⅰ」「文化情報論特論Ⅳ」を履修すること（もし
くは既に履修していること）を強く希望する．

質問、相談への対応 オフィスアワー，およびメール（ymaeda076[at]shinshu-u.ac.jp）で質問，相談を受け付ける．オフィス
アワーの日時は初回授業時に伝える．



教科書 原純輔・海野道郎,2004,『社会調査演習（第2版）』東京大学出版会.
小熊英二,2022,『基礎からわかる論文の書き方』講談社現代新書.

参考書 大谷信介他,2023,『最新・社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房.
佐藤郁哉，2008，『質的データ分析法ー原理・方法・実践』新曜社．
この他，講義中に随時紹介する．


